
Ⅰ　専門分野の成長戦略
水産業分野

水産業分野の取り組みの概要

　①　産業振興計画のこれまでの取り組みによる成果と課題
　　　漁業生産の構造改革では、本県水産業の生産から流通においてIoT化を推進する「高知

　マリンイノベーション」の取組を開始しましたほか、クロマグロやブリの人工種苗生産技

　術の開発や大型定置網漁業や養殖業への企業参入に取り組みました。

　　担い手の育成・確保では、平成31年４月に（一社）漁業就業支援センターを設置し、漁

　業就業希望者の就業相談から就業後のフォローアップに至る総合的な支援を行うとともに、

　新規就業者等の経営安定に向けて、高知県漁協が営漁指導員を５ブロックに配置しました。

　　市場対応力のある産地加工体制の確立では、輸出に対応した大型加工施設やメジカの冷

　凍保管施設が整備される等、産地加工の取組が前進しました。

　　流通・販売の強化では、「高知家の魚応援の店」の登録が1,024店舗（R1.12末）に達し、

　県内事業者とのマッチングや「応援の店」ネットワークを活用した情報発信も行いました。

　　活力ある漁村づくりでは、漁村におけるサービス業の創出を図るため、遊漁船業等の旅

　行商品化や外国人を対象としたインバウンド対応の強化に取り組みました。

　②　次期計画の取り組み
　　漁業者とその家族が将来にわたって生活していける「若者が住んで稼げる元気な漁村」

　の実現を目指し、次の４つを戦略の柱とし、生産性の向上や付加価値の創出により水産業

　の成長産業化を推進してまいります。

　柱１　漁業生産の構造改革

　　高知マリンイノベーションの推進では、大学や民間企業と連携し、AI等のより高度なデ

　ジタル技術を活用することで、さらなる生産性の向上を図るとともに、地元と協働した企

　業誘致や新たな漁法の導入により漁業生産量の増大を図ってまいります。

　柱２　市場対応力のある産地加工体制の構築

　　輸出に対応した加工施設の立地促進や既存加工施設の機能強化等を進めるとともに、加

　工用原料や製品の保管に必要となる冷凍保管ビジネスの強化に取り組んでまいります。

　柱３　流通・販売の強化

　　「応援の店」とのネットワークを活用した外商活動の強化を進めるとともに、米国や中

　国等の大規模市場への輸出拡大や輸出に対応した加工用原魚の確保、産地市場の機能強化

　を進めてまいります。

　柱４　担い手の育成・確保

　　（一社）漁業就業支援センターによる総合的な担い手確保対策を支援するとともに、研

　修修了生への漁船のレンタルや経営指導等、円滑な就業を支援してまいります。　

　


